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初期評価プロファイル（SIAP） 
 

クメン  
物 質 名 ：Cumene  

化 学 式 ：C9H12  

CAS No.：98-82-8  

  

結論及び勧告 

このリスクアセスメントはクメンの生産及び使用のライフサイクルを取り扱っているだけであり、石油生

産物としての自然発生クメンに由来したリスクはまだ評価されていない。  

 
環境：現在の所、既に適用されているもの以上の今後の情報及び試験、並びにリスク低減対策の必要性は

ない。  

 
ヒトの健康：現在の所、既に適用されているもの以上の今後の情報及び試験、並びにリスク低減対策の 

必要性はない。  

  

結論と勧告の根拠の概要 

 
環境  

クメンは化学産業カテゴリーの 2（基本化学物質）及び 3（合成に用いられる化学物質）において用いら

れている。本化合物は主にフェノール及びアセトンの生産中間体として用いられる。これはガソリン及び溶

媒の比較的少ない成分でもあるが、その存在は添加物として見なされるべきではなく、石油誘導体成分とし

て見なすべきである。石油生産物中のクメンの存在に関係したリスクは独立して評価できないが、混合物中

にいくつか他の非極性麻酔性炭化水素類の存在が考えられるので、これらのリスクはこの報告に含まない。  

クメンは揮発性化合物であり、水中に不溶で、本質的に生分解性であるが、生物濃縮する。PEC 値は業界

により提供されるデータ、並びに必要なときにはデフォルト値を用いて推測された。水、沈殿物、並びに土

壌に対する局所最高 PEC 値はそれぞれ、7.13 μg/L；143 μg/kg；181 μg/kg である。以前の勧告の後に、

ミジンコ及び藻類に対するクメンの慢性毒性に関する 2つの新しい試験結果が提出された。 

 
魚に対する慢性 NOEC は提供国により QSARs を用いて推測された。再び算出された PNEC 値は水生

生物、底質生物、並びに土壌生息生物についてそれぞれ、22 μg/L、388 μg/kg、並びに 340 μg/kg である。

そのため、クメンの生産及び使用のライフサイクルに関係した環境リスクが低いことが結論される。  

  

ヒトの健康  

クメンの高濃度の急性ばく露は呼吸器系刺激及び中枢神経系（CNS）抑制を生じる。クメン蒸気へのばく

露による亜慢性毒性試験から 100 ppm の NOAEL が得られる。この試験において、NOAEL 以上の用量

(500 ppm)で観察された影響は弱く、軽度の毒性反応は NOAEL の 10 倍の用量(1200 ppm)で得られた。本
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試験はクメンに最も感受性のある動物種の1つである事が証明されているラットで実施された。クメンのトキ

シコキネティクスはヒトと動物の間で定量的な相違があると思われない。反復投与後の蓄積の証拠は観察さ

れなかった。これらの理由のために、この NOAEL は信頼できると考えられる。 NOAEL と推定した最悪

の職業ばく露レベル事例を比較すると、作業者に対する潜在的リスクは低いと結論される。  

 
最近の情報はどんな消費者製品中にもクメンは使用されていないことを指摘している。そのため、クメン

は消費者の健康に対する懸念がない。ガソリン及び溶媒の成分としての使用に関するクメンへの消費者ばく

露は石油生産物のリスクアセスメント報告書が詳しく述べられる場合に評価されるべきである。  

 
ヒトの環境を通したばく露に関して、クメンのほとんどの環境ばく露は全摂取量の 97%を大気に起因して

いると予想される。NOAEL と合理的な最悪事例レベルとして同定されるクメンの局所的大気濃度を比較す

ると、潜在的リスクは低いと結論される。  

本物質はヒトの健康についての懸念は低い。  

  

追加の作業の特徴 

追加の作業は勧告されていない。  

 

 
［著作権および免責事項について］ 

［著作権］ 

本資料の著作権は弊センターに帰属します。引用、転載、要約、複写（電子媒体への複写を含む）は著作権の侵害となりますので御注意下さい。 

［免責事項］ 

本資料に掲載されている情報については、万全を期しておりますが、利用者が本情報を用いて行う一切の行為について、弊センターは何ら責任を

負うものではありません。また、いかなる場合でも弊センターは、利用者が本情報を利用して被った被害、損失について、何ら責任を負いません。 
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